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研究成果の概要（和文）：今回の研究においてNEC お          の   れてい い

    の回      FISH法 用いてXX  ナ  持つ細    い         

ろ    に   球 思われるXX  ナ  有する細  いくつ 認め (細 1,000個あ 

り10個程度 )。ま 妊娠中の双方向 細 交換について 胎 へ移 する 親細 (maternal micro 

chimerism) 定量 に評価  超低出生体 重 (およそ在胎23-27週)の臍帯血 利用 て抗HLA

抗体 マ チカラーFACS(fluorescence activated cell sortor) 用いて評価       出 度の

    定量        。 の時期のmaternal micro chimerismの定           

定量       により壊NECの標   (消 管)に  れるXX  ナ  有する細 の出

現    する  micro chimerismによるNEC発 の  カニ      にする   要 あ

り 今後NEC 発     の臍帯標 にお るマ         FISH   する    

研究 つ   マ チカラーFACS の 出について   る 出 法   する 要 ある。 

研究成果の概要（英文）：When the cell which has XX signal using the FISH method in a boy's 

ileum pathology organization was found or having been searched, some cells which have 

XX signal considered to be a lymphocyte were found(about 10 per 1,000 cells).  This thing 

has a possibility that the microchimerismis participating in the onset of necrotizing 

enteritis.  
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１．研究開始当初の背景 

超低出生体重 にお る壊死  炎 致死

  あり その原因の究  発 の予防につ

  るの   考え  

２．研究の目  

壊 死   炎 の 原 因    間 の

Microchimerism による一種の GVHD によ

るもの   い  着目 超低出生体重 

にお るMicrochimerism 起 ている  

研究する  目  ある。 

 

３．研究の方法 

壊死  炎 発       のホ マ 

 固定 れ 消 管 変部 体 用いて 

FISH 法により X Y  染色体  ナ およ

び免疫   学 分析  い XX 有する細

 の   球サブセットの解析   。HE

染色連続切片 の  により XX陽 細 の

局在 同定する。 

ま 早期に出生する超低出生体重 にお 

る maternal microchimerism  どの程度お

  ているの  HLA-FACS  用いて定量

 する。HLA-FACS  従来の STR−PCR  

   10-4 い 高 度 定量   る め

microchimerism   出するのに十分 精度

 得 れる 考え れ microchimerism 起

 ている 解   る 考え 。 

４．研究成果 

今回の研究において NEC  お      

    の   れてい い    の回

      FISH 法 用いて XX   ナ 

 持つ細     い         ろ 

   に   球 思われる XX  ナ  

有する細  いくつ 認め (細 1,000個あ

 り 10個程度 )。ま 妊娠中の双方向 細 

交換について 胎 へ移 する 親細 

(maternal micro chimerism) 定量 に評価  

超低出生体 重 (およそ在胎 23-27週)の臍帯

血 利用 て抗 HLA 抗体 マ チカラー

FACS(fluorescence activated cell sortor) 用い

て評価       出 度の    定量

        。 の時期の maternal micro 

chimerism の定           定量



 

 

       により壊 NEC の標   (消

 管)に  れる XX   ナ  有する細 

の出現    する  micro chimerism に

よる NEC発 の  カニ      にする

   要 あり 今後 NEC 発     の

臍帯標 にお るマ         

FISH    する    研究 つ   マ 

チカラーFACS  の 出について   る 

出 法   する 要 ある。 
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